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健
康
と
産
業
と
文
化
の
祭
典
が
、
11

月
３
日
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

当
日
は
、天
気
も
良
く
、多
く
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
歯
科
健

康
相
談
や
脳
・
血
管
年
齢
の
測
定
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

町
民
体
育
館
や
中
央
公
民
館
で
は
、

書
や
絵
画
、
俳
句
な
ど
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
方

が
鑑
賞
に
訪
れ
ま
し
た
。

外
の
会
場
で
は
、
坂
下
産
小
麦
粉
を

使
っ
た
た
こ
焼
の
販
売
、
ば
ん
げ
軽
ト

ラ
市
な
ど
に
よ
る
農
産
物
や
加
工
品
の

販
売
、
新
そ
ば
の
即
売
会
が
行
わ
れ
、

農
産
物
を
買
い
求
め
る
方
や
新
そ
ば
を

味
わ
う
方
々
の
長
い
行
列
が
出
来
ま
し

た
。保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
で
２

回
目
と
な
る
バ
ン
ゲ
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

ウ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ス
（
福
祉
施
設
利
用
者

に
よ
る
出
店
）
を
開
催
し
、
農
福
連
携

事
業
で
栽
培
し
た
農
産
物
の
販
売
な
ど

が
行
わ
れ
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

《
よ
い
歯
の
子
表
彰
》

●
坂
下
東
幼
稚
園

　

安
齋　

瑠
杏
・
藤
間　

海
成

　

木
村　

正
之
・
福
島　

沙
希

　

木
幡　

風
冴
・
渡
部　

楓
翔

　

杉
本
凛
太
郎
・
芥
川　

拓
未

　

小
綿
真
日
瑠
・
小
林　

奈
生

　

五
十
嵐
優
也
・
名
倉　

一
希

　

齋
藤　

冬
弥
・
荒
井　

空
駕

　

佐
藤　

凛
音
・
本
間　

優
叶

　

渡
辺　
　

澪

●
坂
下
南
幼
稚
園

長
谷
川
京
志
郎
・
堺　

萌
那

石
川　

心
衣
・
冨
田　

璃
子

広
瀬　

心
愛
・
船
木　

稜
斗

近
藤　

秀
人
・
遠
藤　

蒼
太

角
田
龍
太
郎
・
栗
城　

玲
奈

　

髙
橋　

柚
乃
・
松
本　
　

優

　

石
井　

葉
月
・
小
椋　

亜
夢

　

渡
部
正
太
郎
・
渡
部　

美
空

　

長
谷
川
楓
真
・
鈴
木　

璃
人

　

斎
藤　

琉
偉
・
山
内
千
恵
理

　

渡
部　

勇
人
・
佐
藤
里
央
菜

　

佐
藤　

和
花
・
齋
藤　

遙
太

　

長
谷
川
美
風
・
渡
部　

龍
麻

　

鈴
木
優
萌
子
・
豊
川　

芽
吹

　

柳
田　
　

唯
・
柳
田　
　

桃

　

石
井　

小
葵
・
山
内　

浬
杜

《
会
津
坂
下
町
ご
は
ん
コ
ン
テ
ス
ト
》

●
幼
稚
園
の
部

最
優
秀　

福
地　

絢
心
（
南
幼
）

優
　
秀　

広
瀬　

心
愛
（
南
幼
）

優
　
秀　

二
瓶　

浬
吏
（
南
幼
）

●
小
学
校
下
学
年
の
部

最
優
秀　

荒
井　

諒
介（
東
小
２
年
）

優
　
秀　

矢
浪　

未
結（
南
小
３
年
）

優
　
秀　

山
ノ
内
蓮
恭（
東
小
２
年
）

●
小
学
校
上
学
年
の
部

最
優
秀　

山
本　

心
海（
南
小
６
年
）

優
　
秀　

松
永　

瑞
生（
南
小
５
年
）

優
　
秀　

河
原
田
大
樹（
南
小
５
年
）

●
中
学
校
の
部

最
優
秀　

渡
辺　

琉
華（
坂
中
３
年
）

優
　
秀　

桑
原　
　

希（
坂
中
２
年
）

優
　
秀　

佐
藤　

良
輝（
坂
中
３
年
）

表
彰
式
・
各
受
賞
者
（
敬
称
略
）

書道展示

健
康
と
産
業
と
文
化
の
祭
典
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《
献
血
功
労
者
》

飯
塚　
　

尚
・
今
野
奈
緒
美

黒
澤　

義
徳
・
山
田　

純
也

佐
藤　

沙
織

《
環
境
衛
生
美
化
》

●
個
人

　

大
竹　

義
春

●
団
体

　

桜
木
町
寿
楽
会

　
　
（
会
長　

河
原
田　

耕
吉
）

　

水
島
す
ず
ら
ん
会

　
　
（
代
表　

五
十
嵐　

光
代
）

　

㈱
東
北
入
谷
ま
ち
づ
く
り

建
設
坂
下
本
社

　
　
（
取
締
役
坂
下
本
社
長　

　
　
　

入
谷　

康
之
）

※
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
に

つ
い
て
は
広
報
11
月
号
裏
面
に
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
今
月
号
の
ま
ち
の

話
題
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

《
男
女
共
同
参
画
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
》

●
一
般
の
部

特
　
選　

石
川　

絵
美

　
「
あ
り
が
と
う　

交
わ
す
言
葉
で　

つ
な
が
る
こ
こ
ろ
」

準
特
選　

生
方　

彰

　
「
大
切
に　

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
よ
り　

君
の
意
思
」

●
学
生
の
部

特
　
選　

千
葉　

天
響

　
「
ど
う
し
た
の
？　

　
　
　
　

そ
の
一
言
で　

救
わ
れ
る
」

準
特
選　

関
本　

光
佑

　
「
あ
い
さ
つ
は　

地
域
を
よ
く
す
る　

第
一
歩
」

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

特
　
選　

江
川　

菜
々
子

　
「
避
難
時
に　

そ
な
え
て
安
心　

防
災
リ
ュ
ッ
ク
」

準
特
選　

二
瓶　

地
央

　
「
さ
り
げ
な
く　家

事
手
伝
う
父　

男
前
」

メロンの会の手作り料理コーナー

エアージャンプ

保健推進員コーナー

ニュースポーツコーナー表彰式
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　会津坂下町建築物表彰協議会主催による「第 21回会津坂下町建築賞」表彰式が11月３日健康
管理センターで行われました。
　住宅建築部門４点、一般建築部門３点の計７ 点の応募があり、10月16日、建築賞選考委員に
委嘱された６名により厳正に審査が行われまし た。

◇
住
宅
建
築
部
門

　

建
築
主　
渡
部
久
雄

　

設
　
計　
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ
設
計

　

施
　
工　
鈴
木
建
築
工
業

◇
建
築
概
要

　

構
　
　
造　
木
造
二
階
建

　

建
築
面
積　
１
７
４
・
７
２
㎡

　

延
床
面
積　
２
３
１
・
０
３
㎡

◇
選
考
委
員
講
評

　

以
前
は
、茅
葺
き
の
旧
農
家
住
宅
で
あ
り
、

近
年
に
は
リ
フ
ォ
ー
ム
で
改
善
さ
れ
る
も
、

構
造
的
傷
み
か
ら
建
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

田
園
風
景
に
溶
け
込
む
よ
う
旧
宅
に
似
た

和
様
の
手
刻
み
工
法
で
建
て
ら
れ
、
入
母
屋

造
り
の
屋
根
は
、
鋼
板
瓦
葺
き
と
し
て
い
ま

す
。
外
壁
の
腰
廻
り
に
は
杉
板
を
張
る
な
ど

趣
の
あ
る
外
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
黒
柱
の
あ
る
二
間
続
き
の
座
敷
を
含
め

８
Ｌ
Ｄ
Ｋ
延
床
面
積
２
３
１
㎡
（
約
70
坪
）

の
建
物
で
あ
り
、
既
存
の
日
本
庭
園
と
の
一

体
感
が
と
て
も
見
事
で
す
。

◇
住
宅
建
築
部
門

　

建
築
主　
荒
井
浩
、
悦
子
、
貴
史

　

設
　
計　
㈲
オ
ー
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン

　

施
　
工　
㈱
東
北
入
谷
ま
ち
づ
く
り
建
設

◇
建
築
概
要　
　

　

構
　
　
造　
木
造
二
階
建

　

建
築
面
積　
１
６
４
・
２
６
㎡

　

延
床
面
積　
２
４
０
・
６
５
㎡

◇
選
考
委
員
講
評

　

景
観
に
対
す
る
配
慮
か
ら
外
壁
を
和
様
の

杉
板
張
り
仕
上
げ
に
、
豪
雪
に
対
応
す
る
た

め
床
高
を
１
・
５
ｍ
に
し
て
い
ま
す
。
床
下

全
面
が
屋
内
か
ら
出
入
り
が
出
来
る
収
納
ス

ペ
ー
ス
と
な
り
、
さ
ら
に
は
居
室
に
設
置
し

た
熱
交
換
シ
ス
テ
ム
が
、
快
適
生
活
を
支
え

て
い
ま
す
。

匠

技
の

と
第 21 回  会 津　坂 下 町 建 築 賞

㈱
佐
藤
電
設
社
屋

正賞　渡部邸

準賞　荒井邸

渡
部
邸
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　会津坂下町建築物表彰協議会主催による「第 21回会津坂下町建築賞」表彰式が11月３日健康
管理センターで行われました。
　住宅建築部門４点、一般建築部門３点の計７ 点の応募があり、10月16日、建築賞選考委員に
委嘱された６名により厳正に審査が行われまし た。

◇
一
般
建
築
部
門

　

建
築
主　
㈱
佐
藤
電
設

　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

佐
藤
春
幸

　
設
　
計　
㈲
加
藤
建
築
設
計
事
務
所

　
施
　
工　
マ
ル
ト
建
設
㈱

◇
建
築
概
要

　
構
　
　
造　
鉄
骨
造
二
階
建

　
建
築
面
積　
３
７
４
・
４
０
㎡

　
延
床
面
積　
７
４
５
・
２
０
㎡

◇
選
考
委
員
講
評

　

総
二
階
建
て
延
床
面
積
７
４
５
㎡
（
約

２
２
５
坪
）
の
雄
大
な
社
屋
で
、
そ
の
風
貌

は
周
辺
景
観
に
見
合
っ
た
建
物
で
す
。
外
観

は
鉄
板
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
貼
り
、
屋
根
は
折
板

葺
の
簡
素
な
仕
上
が
り
で
、
玄
関
床
と
壁
の

石
貼
り
は
見
所
で
す
。

　

一
階
の
大
半
は
事
務
室
と
書
庫
並
び
に
資

材
庫
に
充
て
ら
れ
、
二
階
は
大
会
議
室
兼
展

示
場
が
主
で
、
社
員
の
休
憩
娯
楽
室
、
喫
煙

室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

特
筆
さ
れ
る
の
は
、
事
務
室
並
び
に
大
会

議
室
の
照
明
及
び
空
調
機
器
の
点
減
調
節
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
集
約
し
操
作
出
来
る
こ

と
で
す
。

◇
一
般
建
築
部
門

　

建
築
主　
村
田
区
長　

齋
藤
恵
子

　

設
　
計　
大
竹
設
計
事
務
所

　

施
　
工　
㈱
宮
本
組

◇
建
築
概
要　
　

　

構
　
　
造　
木
造
平
屋
建

　

建
築
面
積　
１
９
１
・
０
８
㎡

　

延
床
面
積　
１
５
６
・
７
８
㎡

◇
選
考
委
員
講
評

　

水
害
危
険
区
域
に
あ
り
、
浸
水
に
対
処
す

べ
く
床
高
０
・
９
ｍ
に
設
定
し
、
非
常
時
に

は
70
人
余
の
避
難
所
に
も
な
る
機
能
を
兼
ね

備
え
て
い
ま
す
。
地
区
活
動
の
拠
点
と
し
て

通
年
の
利
用
頻
度
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
バ
リ

ア
フ
リ
ー
は
元
よ
り
、
暖
冷
房
設
備
を
完
備

し
て
い
ま
す
。　

匠
思
い

第 21 回  会 津　坂 下 町 建 築 賞

正賞　㈱佐藤電設社屋

準賞　村田集会所



歳　　入　　　　　  （単位：千円）

科　目 予算現額 収入済現在高 収入率（％）
町 税 1,536,001 922,492 60.1
地方譲与税 131,000 24,687 18.8
利子割交付金 2,400 906 37.8
配当割交付金 6,300 958 15.2
株式等譲渡
所得割交付金 3,800 0 0

地方消費税
交 付 金 310,000 161,285 52.0

自動車取得税
交 付 金 19,900 7,461 37.5

地方特例交付金 7,358 7,358 100.0
地方交付税 2,894,798 1,925,812 66.5
交通安全対策
特別交付金 2,600 1,164 44.8

分担金及び
負 担 金 59,547 17,675 29.7

使用料及び
手 数 料 122,470 52,917 43.2

国庫支出金 528,789 189,221 35.8
県 支 出 金 765,117 159,421 20.8
財 産 収 入 9,267 6,123 66.1
寄 附 金 60,101 11,632 19.4
繰 入 金 39,074 0 0
繰 越 金 143,669 143,670 100.0
諸 収 入 252,742 57,492 22.7
町 　 債 652,053 4,800 0.7

総 計 7,546,986 3,695,074 49.0

財 調 基 金 残 高 123,077
減 債 基 金 残 高 13,305

歳　　出　　　　　  （単位：千円）

科　目 予算現額 支出済現在高 執行率（％）
議 会 費 99,564 52,639 52.9
総 務 費 1,262,896 541,196 42.9
民 生 費 1,713,824 550,461 32.1
衛 生 費 479,285 201,427 42.0
労 働 費 8,481 7,342 86.6
農林水産業費 568,895 292,324 51.4
商 工 費 179,224 136,936 76.4
土 木 費 866,439 182,017 21.0
消 防 費 352,109 244,944 69.6
教 育 費 868,419 394,207 45.4
災害復旧費 6,833 0 0
公 債 費 1,094,423 537,021 49.1
諸 支 出 金 28,426 6,645 23.4
予 備 費 18,168 0 0

総 計 7,546,986 3,147,159 41.7

繰越予算の主なもの
セキュリティ強化対策事業 18,000
地方創生加速化交付金事業 23,500
年金生活者支援交付金事業 69,205
南小学校プール改築事業 74,370
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【問い合わせ　生活課　戸籍環境班　☎ 84 － 1500】 【問い合わせ　政策財務課　財務管理班　☎ 84 － 1532】

平成29年度　上半期の財政状況
　

平
成
29
年
度
９
月
末
現
在
の

町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

平
成
29
年
９
月
末
ま
で
の
補

正
予
算
や
前
年
度
の
繰
越
予
算

を
含
め
た
総
額
は
、
75
億
４
６

９
８
万
６
千
円
（
繰
越
予
算
６

８
９
３
万
１
千
円
）
と
な
り
、

歳
入
歳
出
と
も
予
定
ど
お
り
に

執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
歳
入
は
、
国
の
施

策
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
減
額

や
事
業
終
了
な
ど
に
よ
り
国
県

支
出
金
や
町
債
が
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
歳

出
も
減
額
し
て
お
り
、
歳
入
歳

出
と
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
今
後
と
も
町
の
第
五
次
会

津
坂
下
町
振
興
計
画
後
期
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
よ
り
効
果
的

で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

上
半
期
の
主
な
事
業
と
し
ま

し
て
は
、
防
雪
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

の
本
体
工
事
着
工
や
、
新
庁
舎

建
設
に
係
る
検
討
委
員
会
な
ど

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

一　般　会　計　（平成 29年 4月～ 9月）
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【問い合わせ　生活課　戸籍環境班　☎ 84 － 1500】

平成28年度　
ごみ処理手数料の状況をお知らせします
会津坂下町　収入14,631,215円

家庭系ごみ処理手数料
（商工会より）
14,393,300円

Ａ：廃棄物減量化推進事業
900,000円

○家庭系ごみ減量化報奨金
　（行政区への報奨金）
　5,000 円 +（世帯数×＠ 100
円）
○コンポスト等購入者への補
助金
　補助金は購入金額の半額
　（100 円未満切捨、上限有）

環境センターへ直接搬入
（町民より）
237,700円

Ｂ：廃棄物再資源化事業
1,100,000円

○各種団体による資源回収報
償金（資源回収物１kg に対
し４円を交付）
　68 件の申請があり、回収し
た資源物（びん、紙類、金
属類）は合計で 303,488㎏に
なりました。
　今後も資源物の回収にご協
力をお願いします。

基金利子
215円

Ｃ：環境センター負担金事業
12,000,000円

○衛生費負担金� 75,294,000 円
　（環境センター運営に係る町
負担金）

○基金積立　　� 34,572,000 円
　（今後予定されている廃棄物処
理施設建設のための積立金）
　町から環境センターに支払
う負担金や基金積立の一部
に充当しました。

※Ａ・Ｂ・Ｃ の各事業に支出した残額 631,215 円は町の基金に積立しています。

◎年末に向けてごみを出す機会が多くなります。ごみの減量化と再資源化をお願いします。
１．生ごみはできるだけ水切りしてからごみに出しましょう。
２．お菓子やティッシュBOXの箱などは「雑がみ」（資源物）として分別しましょう。
３．びん、ペットボトル、アルミ缶やスチール缶はよくすすいでから出しましょう。
４．ペットボトルやアルミ缶はつぶして（容量を小さくして）から出しましょう。
　家庭からでるごみの量が減ると、結果として町から環境センターへ支払う負担金も減少します。
　ごみの分別や再資源化に関心を持つ事でごみの量を減らしていきましょう。

【食べ残しゼロ推進運動～食べ残しを減らそう～】
　現在、福島県全体の取り組みとして「もったいない！食べ残しゼロ推進運動」を実施しています。
これは食材を無駄なく使いきり、おいしく食べきろうという運動です。みなさんで実施し、もった
いない食品ロスを減らしましょう！
～ご家庭で～　○定期的に冷蔵庫の中身を確認し、必要なものだけ購入しましょう。
　　　　　　　○食べきれる量のみ調理しましょう。
　　　　　　　○賞味期限・消費期限をチェックし、期限内に使い切りましょう。
～飲食店で～　○苦手な食べものが入っていないか、食べきれる量か注文時に確認しましょう。
　　　　　　　○食べきれないと思ったときは、「小盛りにできますか？」と聞いてみましょう。
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【問い合わせ　生活課　保険年金班（④番窓口）　☎ 84－ 1501】

国保の方はこのような給付がうけられます
医療機関を受診したとき、保険証を提示すると窓口での本人の支払は、全体の一部（０割～３割）
だけで良く、それ以外の部分（７割～10割）は国民健康保険から医療機関に支払うこととなっています。
（これらの給付は、国保税などを財源として行われています）
それ以外にも以下のような場合には、申請により国民健康保険から給付を受けることができます。
申請には期限がありますので、お早めに申請をしてください。また、審査の結果、給付ができない場
合がありますのでご承知ください。

保険証・印鑑（認印で可）・振込先の通帳・
[身分証明書（運転免許証など）・マイナンバー通知カード（個人番号カード）]

のほかに下記のものをお持ちください。

申請に必要なもの

給付となる場合 内　　容 申請に必要なもの

保険証を忘れたなど
で、窓口で全額
自己負担したとき
（療養費の支給）

以下のような場合に自己負担分を除いた額を支給します。
①事故や急病などでやむを得ず保険証を持たずに治療を
受けたとき
②医師が治療上必要と認めたコルセットなどの補装具を
購入したとき
③骨折や捻挫などで国保を扱っていない柔道整復師の施
術を受けたとき
④医師が必要と認めた手術などで輸血に用いた生血代の
請求があったとき（第三者に限る）
⑤医師が必要と認めた針・灸・マッサージなどの施術を
受けたとき
⑥海外渡航中に医療機関にかかったとき（治療目的で渡
航した場合は除く）

「領収書」

※②、④、⑤の場合
「医師の同意書」
（もしくは意見書）

※⑥の場合
「診療内容明細書」
（外国語の場合は日本語
に翻訳したものも添付）

加入している人が
出産したとき

（出産育児一時金の
支給）

出産したときに、窓口で支払った額の一部を世帯主に支
給します。（上限額があります。）死産・流産でも妊娠 12
週（84日）以降であれば該当となります。

「母子健康手帳」「領収書」
※死産・流産の場合は
　「医師の証明書」
※直接支払制度利用の場
合「合意書」「請求書」

加入していた人が
亡くなったとき
（葬祭費の支給）

葬祭を行った方（喪主）に支給します。

移送のための費用
がかかったとき
（移送費の支給）

医師の指示により、緊急時やむを得ず重病人の入院や転
院などの移送に費用がかかった時に、審査により必要と
認められた分を支給します。

「医師の意見書」

医療費が高額に
なったとき

（高額療養費の支給）

同月内で同じ病院での自己負担額が限度額を超えた場合
にその超えた分が支給されます。
※限度額は、所得、年齢、入院、通院、支給回数などに
より自己負担限度額は異なります。
※限度額証の交付を受けた方は、申請の必要ありません。
(同月２箇所の病院での限度額は別 )

「領収書」

※　原則として口座振込ですが、国保税に滞納のある方は、そちらに充てさせていただきます。
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